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総
裁
選
後
の
24
日
に
、
福
田
氏
は
党
役
員
人
事
に
着
手
し
、
幹
事
長
に
伊
吹
文

明
、
政
務
会
長
に
谷
垣
禎
一
、
総
務
会
長
に
二
階
俊
博
の
各
氏
を
、
そ
し
て
近
い
将

来
の
総
選
挙
を
視
野
に
入
れ
て
、
選
挙
対
策
委
員
長
の
ポ
ス
ト
を
新
設
し
、
古
賀

誠
氏
を
任
命
し
た
。
翌
、9
月
25
日
、衆
参
両
院
で
首
班
指
名
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
で
は
自
民
党
総
裁
の
福
田
康
夫
氏
、
参
議
院
で
は
民
主
党
代
表
の
小
沢
一

郎
氏
が
指
名
さ
れ
た
が
、
両
院
で
議
決
が
異
な
っ
た
場
合
、
憲
法
の
規
定
で
衆
議

院
の
議
決
で
指
名
さ
れ
た
人
が
、
内
閣
総
理
大
臣
に
な
る
た
め
、
自
民
党
、
公
明
党
、

無
所
属
の
支
持
を
得
た
福
田
康
夫
氏
が
第
九
十
一
代
の
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。

早
速
組
閣
に
取
り
掛
か
り
、
官
房
長
官
、
外
務
大
臣
、
文
科
大
臣
、
防
衛
大
臣
に

新
し
い
人
を
登
用
、
そ
の
他
の
閣
僚
は
安
倍
内
閣
を
引
き
継
い
だ
。
副
大
臣
、
大

臣
政
務
官
は
、
総
務
副
大
臣
を
一
名
交
代
さ
せ
た
だ
け
で
、
全
員
が
再
任
さ
れ
た
。

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
27
日
、
首
相
官
邸
で
、
福
田
首
相
よ
り
総
務
大
臣
政
務
官

の
任
命
書
を
受
け
取
っ
た
。
安
倍
首
相
の
突
然
の
辞
任
表
明
で
、
国
会
は
約
2
週

間
政
治
空
白
が
続
い
た
。
内
外
共
に
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
背
水
の
陣
「
福
田

内
閣
」
の
責
任
は
大
き
い
。
二
ノ
湯
大
臣
政
務
官
も
今
後
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
り

そ
う
で
あ
る
。

前列左端がニノ湯政務官、首相官邸で記念撮影する政務官

二ノ湯参議院議員、政務官に再任
国民に安堵感、福田首相の政治姿勢

二ノ湯参議院議員、政務官に再任
国民に安堵感、福田首相の政治姿勢

対
話
と
協
調
の
柔
軟
路
線

緒
だ
っ
た
。
弟
も
兄
の
思
い
詰
め
た
気
持
ち
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
総
裁
選
挙
後
、
安
倍
氏

は
病
院
で
記
者
会
見
を
し
て
、
や
め
る
理
由
は
健
康

問
題
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
初
め
か
ら
そ

う
い
え
ば
良
か
っ
た
。
★
安
倍
氏
は
、
ス
マ
ー
ト
で
、

毛
並
み
が
良
く
、
選
挙
の
顔
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
と

周
囲
の
仲
間
に
総
裁
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
た
。
安
倍
さ

ん
の
事
を
本
当
に
心
配
す
る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
未
経

験
で
、
若
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
本
人

も
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で
か
ら
と
思
っ
て
い
た
に
違
い

な
い
。
し
か
し
、
周
囲
の
過
剰
な
ま
で
の
期
待
の
声
に

抵
抗
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
★
首
相
に
就
任

早
々
、
中
国
、
韓
国
を
訪
問
、
両
国
と
の
関
係
改
善

に
取
り
組
み
、
し
か
も
歴
代
の
自
民
党
内
閣
が
実
現

で
き
な
か
っ
た
諸
問
題
も
解
決
し
、
高
い
評
価
を
得
て

い
た
。
だ
が
、
ど
こ
に
落
と
し
穴
が
あ
る
か
分
か
ら
な

い
。
閣
僚
に
よ
る
不
適
切
な
政
治
資
金
支
出
、
宙
に

浮
い
た
年
金
記
録
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
問
題

の
処
理
に
振
り
回
さ
れ
た
。
★
そ
の
最
中
の
参
議
院

選
挙
。
結
果
は
自
民
党
の
歴
史
的
敗
北
に
終
わ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
安
倍
さ
ん
は
政
権
継
続
の
意
思
を
明
ら

か
に
し
、
臨
時
国
会
で
所
信
表
明
も
し
た
。
今
国
会

は
、
日
本
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
案
件
を
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
矢
先
で
の
、
前
代
未
聞
の
辞

任
表
明
。
安
倍
さ
ん
は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
言
葉
を

よ
く
使
っ
た
が
、
多
く
の
国
民
が
釈
然
と
し
な
い
辞
め

方
だ
っ
た
だ
け
に
、
安
倍
さ
ん
の
政
治
家
と
し
て
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
極
め
て
難
し
い
と
思
う
。

恒 心

★
安
倍
首
相
の
突
然
の
辞
任
表
明
に
は

驚
い
た
。
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
だ

け
に
、
ま
さ
に
晴
天
の
霹へ

き
靂れ

き
で
あ
っ
た
。

前
日
の
夜
9
時
ご
ろ
ま
で
、
首
相
の
弟

で
あ
る
参
議
院
議
員
の
岸
信
夫
氏
と
一
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当
選
１
回
の
参
議
院
議
員
有
志
、

テ
ロ
特
措
法
で
勉
強
会

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

自
民
党
の
新
し
い
役
員
人
事

伊
吹
幹
事
長
、
谷
垣
政
調
会
長
が
誕
生

地
方
6
団
体
ト
ッ
プ
と
総
務
大
臣
と
の
会
合

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、
都
道
府
県
議

長
会
、
市
議
会
議
長
会
、
町
村
議
長
会
の
地
方
6
団
体
の
首
脳
と

増
田
総
務
大
臣
と
の
会
合
が
10
月
4
日
に
行
わ
れ
た
。
先
ず
、
増

田
大
臣
か
ら
「
地
域
活
性
化
統
合
本
部
」
を
置
き
、
政
府
と
し
て

一
体
化
で
地
方
再
生
、
活
性
化
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
と
述
べ

た
。
そ
の
た
め
に
国
庫
補
助
負
担
金
、
税
源
の
移
譲
、
地
方
交
付

税
を
含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
を
推
進
し
た
い
と
表
明
、
ま
た

地
方
税
の
充
実
の
た
め
に
法
人
二
税（
法
人
住
民
税
、
法
人
事
業

税
）の
あ
り
方
の
検
討
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
導
入
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
語
っ
た
。
6
団
体
側
か
ら
、
地
方
の
課
題
に
つ
い

て
精
通
し
て
い
る
大
臣
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
た
。
◎
今
、
地
方
は
格
差
問
題
に
直

面
し
て
、
経
済
は
疲
弊
し
て
い
る
。
地
方
は
田
や
畑
を
守
り
、
災

害
を
防
ぎ
、
き
れ
い
な
水
や
空
気
を
都
会
に
送
っ
て
い
る
。
地
方

福
田
自
民
党
総
裁
は
、
就
任
早
々
、
党
役
員
の
刷
新
を
行
い
、

幹
事
長
に
伊
吹
文
明
氏（
京
都
第
一
選
挙
区
）、
政
調
会
長
に
谷
垣

禎
一
氏（
京
都
第
五
選
挙
区
）を
任
命
し
た
。
京
都
府
出
身
の
幹
事

長
は
森
内
閣
時
代
の
野
中
広
務
氏
以
来
。
参
議
院
で
の
与
野
党
逆

転
の
中
で
、
国
会
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
今
国
会
の

最
大
の
政
治
課
題
は
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
各

国
艦
船
へ
の
給
油
活
動
の
延
長
で
あ
る
。
現
在
の
「
テ
ロ
対
策
特

別
措
置
法
」
に
民
主
党
の
小
沢
代
表
が
あ
く
ま
で
反
対
し
て
い
る

の
で
政
府
は
新
し
い
法
律
案
を
提
出
す
る
方
針
。
さ
ら
に
高
齢
者

医
療
費
の
凍
結
や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
、
ま
た
批
判
の

多
い
政
治
と
金
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の
政
治
資
金
規
制
法
改

正
の
処
理
も
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
も
、
民
主
党
は
参
議
院
先

議
で
、
多
く
の
法
案
を
提
出
し
て
く
る
様
子
で
あ
る
。
今
後
民
主

党
と
の
政
策
論
争
が
激
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
だ

け
に
政
策
に
明
る
く
、
国
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
説
得
力
あ
る
政
治
家
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
点

が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
◎
本
格
的
な
地

方
分
権
が
実
現
し
、
自
己
責
任
で
町
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、

財
源
の
充
実
、
権
限
の
移
譲
を
進
め
て
ほ
し
い
。
◎
福
田
首
相
は

地
方
重
視
で
や
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
か
ね
て
か
ら

の
懸
案
で
あ
る
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を
早
く
設
定
し
て
ほ

し
い
。
◎
政
府
主
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
平
成
の
大
合
併
の
功

罪
に
つ
い
て
検
証
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
多

く
の
自
治
体
で
は
、
合

併
し
て
地
域
の
活
力
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
声

が
挙
が
っ
て
い
る
。
今

後
も
合
併
を
推
進
す
る

な
ら
ば
住
民
が
喜
ぶ
よ

う
な
合
併
に
し
て
ほ
し

い
等
々
を
訴
え
た
。

で
は
、
伊
吹
、
谷

垣
の
両
氏
は
党
内

切
っ
て
の
政
策
通

で
あ
り
、
閣
僚
経

験
も
長
く
、
ま

さ
に
適
任
者
で
あ

る
。
伊
吹
、
谷
垣

の
両
氏
が
山
積
す

る
諸
問
題
を
ど

の
よ
う
に
裁
く
の

か
、
二
人
の
手
腕

に
期
待
と
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

伊吹幹事長谷垣政調会長

は
、
日
本
の
た
め
で
あ
り
、
国
際

社
会
の
た
め
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
た
め
で
あ
る
。」
と
述
べ

て
い
る
。
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法

は
、
日
本
が
世
界
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
役
割（
給
油
活
動
）を
果
た

す
根
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
11
月

1
日
に
期
限
切
れ
と
な
る
た
め
、

政
府
は
イ
ン
ド
洋
で
の
給
油
給
水

の
み
に
限
定
す
る
新
し
い
法
律
を

国
会
に
提
出
す
る
。

平
成
13
年
9
月
11
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
起
こ
っ
た
テ
ロ
攻
撃
で
日
本
人

24
人
を
含
む
２
９
７
３
人
の
方
々
が
亡
く
な
っ
た
。
今
な
お
毎
年
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
多
く
の
方
々
が
テ
ロ
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ロ
と
の
闘
い

は
日
本
を
含
む
世
界
全
体
が
連
帯
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

際
社
会
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
米

英
を
は
じ
め
と
す
る
8
カ
国
の
海
上
阻
止
活
動
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の

テ
ロ
リ
ス
ト
の
出
入
国
、
武
器
の
流
出
入
、
麻
薬
売
買
に
よ
る
資
金
の
流
出

入
の
阻
止
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
で
の
各
国
艦

船
の
給
油
活
動
が
テ
ロ
活
動
の
抑
止
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
自
衛
隊

の
活
動
は
各
国
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
今
臨
時
国
会
の
最
大
の
課

題
は
、
海
上
自
衛
隊
の
各
国
艦
船
へ
の
給
油
活
動
の
延
長
問
題
で
あ
る
。

活
動
継
続
に
対
す
る
要
望
は
強
い
。
イ
ン
ド
洋
が
安
全
な
海
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
番
利
益
を
受
け
て
い
る
の
は
、
海
上
輸
送
に
全
貿
易
量
の
99
％

以
上
を
依
存
し
て
い
る
日
本
で
あ
る
。
し
か
も
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
を
日
本
の
タ
ン
カ
ー
が
一
日
3
～
4
隻
も
通
過
し
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
は
、「
海
上
自
衛
隊
の
活
動
は
、
作
戦
行
動
全

体
に
と
っ
て
不
可
欠
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
日
本
の
給
油
支
援勉強会で司会をする二ノ湯議員

以
下
は
石
破
氏
と
の
講
演
の
要
旨
。

挨拶をする増田総務大臣
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指
定
都
市
議
連
の
幹
部
と
党
首
脳
と
の
会
合

地
方
議
会
の
課
題
解
決
を
要
望

中川氏と意見交換する井上会長（中央）

  

麻
生
氏
、
京
都
で
も
善
戦  

政
令
指
定
都
市
議
員
連
盟（
会
長
・
井
上
与
一

郎
京
都
市
会
議
員
）の
役
員
は
、
10
月
9
日
、
自

民
党
本
部
で
伊
吹
文
明
幹
事
長
、
谷
垣
禎
一
政
務

会
長
、
中
川
秀
直
衆
議
院
議
員（
元
自
民
党
幹
事

長
、
政
令
指
定
都
市
議
員
連
盟
会
長
）に
会
い
、

政
令
指
定
都
市
の
議
会
、
議
員
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
た
。
中
川
秀
直
氏
と
二

ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
と
の
会
談
で
は
、
地
方
議

員
の
政
務
調
査
費
が
話
題
の
中
心
に
な
っ
た
。
最

近
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ス
ン
ズ
か
ら
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
裁
判
に
負
け
る

場
合
が
多
く
、
大
阪
市
で
は
多
額
の
調
査
費
の
返

還
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
で
は
監
査
委
員
に

よ
っ
て
、
不
適
切
な
支
出
に
つ
い
て
府
会
議
員
に

返
還
を
求
め
る
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
政
務
調
査
費

を
地
方
議
員
が
堂
々
と
政
治
活
動
に
支
出
で
き
る

よ
う
に
法
律
を
改
正
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
非
常
勤
の
特
別
公

務
員
と
な
っ
て
い
る
議
員
の
身
分
を
「
公
選
職
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
議
員
の
日
常
活
動
が
公
的
な

も
の
で
あ
る
と
認
め
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。

地
方
議
員
の
身
分
が
不
安
定
で
、
し
か
も
議
員
の

活
動
を
支
え
て
い
る
政
務
調
査
費
も
市
民
の
批
判

に
厳
し
く
晒さ

ら
さ
れ
る
な
ら
ば
、
将
来
、
政
治
の
道

を
志
す
若
い
人
が
い
な
く
な
り
、
議
会
の
人
材
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
、
金
の
あ
る
人
し
か
政
治
家

に
な
れ
な
い
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
議
会
の
自
由

度
を
高
め
、
議
会
の
機
能
を
強
化
し
て
、
地
方
分

権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
に
す
る
た
め
、
法
律

の
規
制
を
緩
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
地
方
議

会
側
の
日
頃
の
持
論
を
展
開
し
た
。
政
令
指
定
都

市
は
現
在
17
都
市
を
数
え
、
人
口
は
日
本
の
5
分

1
の
約
２
５
０
０
万
と
な
り
、
全
国
自
治
体
の
指

麻
生
氏
率
い
る
麻
生
派
は
衆
参
合
わ
せ
て
僅
か

16
人
。
そ
れ
が
、
自
民
党
の
他
の
8
派
閥
を
向
こ

う
に
回
し
て
戦
い
を
挑
ん
だ
。
単
純
に
計
算
す
れ

導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
指
定
都

市
の
議
会
、
議
員
は
、
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
全
国
自
治
体
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
、
ま
っ
た
く
相
手
に
な
ら
ず
、
福
田
康
夫
氏
の
圧

勝
と
思
わ
れ
た
自
民
党
総
裁
選
挙
。
し
か
し
、
個

性
的
な
性
格
で
、
若
い
人
々
に
圧
倒
的
な
人
気
の
あ

る
麻
生
氏
は
戦
術
を
変
え
、
国
民
、
党
員
に
直
接

訴
え
る
方
法
を
と
り
、
多
く
の
専
門
家
の
予
想
に

反
し
て
、
大
い
に
善
戦
し
た
。
麻
生
氏
は
勝
負
に
負

け
て
、
選
挙
に
勝
っ
た
と
言
え
る
。
派
閥
が
一
致
結

束
し
て
、
特
定
の
候
補
を
推
す
建
前
に
な
っ
て
い
る

が
、
選
挙
の
結
果
を
見
る
限
り
、
今
や
、
派
閥
の
締

め
付
け
は
効
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
民
党
京

都
府
連
は
党
員
の
声
を
幅
広
く
総
裁
選
挙
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
党
員
投
票
を
実
施
し
た
。
投
票
総

数
１
０
１
９
７
票
の
う
ち
、
福
田
氏
は
６
３
１
４
票

（
62
％
）、
麻
生
氏
は
３
８
２
２
票（
38
％
）で
、
京
都

府
連
の
地
方
票
は
福
田
氏
に
2
票
、
麻
生
氏
に
1
票

に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
麻
生
氏
の
善
戦
は
、
自
民
党

員
の
意
識
が
非
常
に
健
全
で
、
一
方
の
候
補
者
に
偏

ら
な
い
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
い
た
結
果
で
は
な
い
か
。

今
か
ら
約
二
十
年
前
の
正
月
、

「
電
力
の
鬼
」
と
呼
ば
れ
た
松
永

安
左
エ
門
の
生
涯
を
描
い
た
こ
の

作
品
を
読
ん
だ
時
の
印
象
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
紆う

余よ

曲き
よ
く

折せ
つ

が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
最
期
ま
で
自
ら

の
信
念
を
貫
い
た
す
ご
い
人
物
が

い
た
ん
だ
と
い
う
思
い
で
し
た
。

明
治
八
年
、
長
崎
県
の
壱
岐
に

生
ま
れ
た
松
永
は
型
破
り
な
生
き

方
で
大
成
功
を
収
め
る
も
、
株
の

暴
落
で
す
べ
て
を
失
っ
て
隠い

ん

遁と
ん

。

二
年
後
に
再
起
し
て
実
業
家
と
し

て
大
成
し
ま
す
が
、
軍
国
化
が
進

む
時
代
に
官
僚
た
ち
と
大
げ
ん
か

の
末
、
一
切
の
職
を
辞
し
て
再
び

隠
遁
生
活
に
入
り
ま
す
。
し
か
し

戦
後
は
、
吉
田
内
閣
の
公
益
事
業

委
員
長
代
理
と
し
て
電
力
事
業
の

分
割
民
営
化
に
辣ら

つ

腕わ
ん

を
振
る
い
、

九
電
力
へ
の
再
編
・
統
合
を
実

現
。
太
田
垣
士
郎
や
木
川
田
一
隆

な
ど
、
そ
の
後
の
電
力
業
界
を
担

う
多
く
の
逸
材
を
育
て
ま
し
た
。

そ
の
う
え
、
喜
寿
を
過
ぎ
て
か
ら

英
国
の
歴
史
家
ト
イ
ン
ビ
ー
の
名

著
『
歴
史
の
研
究
』
を
日
本
国
民

に
読
ま
せ
た
い
と
考
え
、
莫ば

く

大だ
い

な

私
費
と
二
十
年
近
く
の
歳
月
を
費

や
し
て
出
版
す
る
な
ど
、
九
十
七

歳
で
亡
く
な
る
ま
で“
生
涯
現
役
”

を
貫
き
ま
し
た
。

松
永
翁
は
そ
の
晩
年
、「
恒
心

な
け
れ
ば
恒
産
な
し
」
と
い
う
言

葉
を
好
み
ま
し
た
が
、
中
国
の
古

典
『
無
恒
産
者
無
恒
心
』（
孟
子
）

の
教
え
と
は
逆
の
こ
の
言
葉
に
つ

い
て
、
作
家
の
小
島
直
記
氏
は
以

下
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
耳
庵（
松
永
の
雅
号
）は
地
位
、

肩
書
、
名
声
、
財
産
を
欲
し
守
る

こ
と
で
は
な
く
、
理
念
、
理
想
の

実
現
に
そ
の
生
涯
を
注
い
だ
。
耳

庵
が
『
電
力
の
鬼
』
と
い
う
悪
評

を
物
と
も
せ
ず
ま
か
り
通
っ
た
の

は
、
老
人
の
頑
固
さ
、
な
り
ふ
り

構
わ
ぬ
妄
執
の
ゆ
え
で
は
な
か
っ

た
。『
恒
心
』
が
そ
の
支
え
だ
っ

た
の
で
あ
る
」

松
永
へ
の
思
い
入
れ
が
非
常
に

深
く
、
本
人
に
な
り
き
っ
て
書
い

て
い
る
点
に
感
動
し
ま
す
が
、
こ

の
一
節
に
共
鳴
し
た
私
は
、
京
都

市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
て
以

来
、
毎
月
発
行
の
後
援
会
の
機
関

紙
に
「
恒
心
」
と
名
付
け
た
コ
ラ

ム
を
連
載
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
松
永
安
左
エ
門
の
よ

う
に
信
念
を
も
っ
て
行
動
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
地
域
社
会
を
担

う
有
為
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

二之湯　智
参議院議員

「
恒
心
な
け
れ
ば
恒
産
な
し
」の
生
き
方
に
共
鳴

「
恒
心
な
け
れ
ば
恒
産
な
し
」の
生
き
方
に
共
鳴

小
島

　直
記
著

中
央
公
論
社

「
松
永
安
左
エ
門
の
生
涯
」
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張

にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

泡
盛
カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

二
ノ
湯
政
務
官
、
総
務
大
臣
賞
を
手
渡
す

・日　　時：10月28日㈰　（小雨決行）
・出発時刻：午前9時（時間厳守）

・集合場所：地下鉄松ヶ崎駅1番出口

・コース：松ヶ崎駅→山端→赤山禅院→修学院離宮
前→きらら坂道→曼殊院→竹田薬品農場→詩仙
堂→銀閣寺前解散

⃝ �今回は一足早く、田園風景の残る東山三十六峰の裾野を
歩きます。古寺院も尋ねますので是非ご参加ください。

　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第174回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

一
、
政
府
の
一
員
に
な
る
と
随
分
と
窮
屈
で
あ
る
。

先
ず
、
資
産
報
告
書
に
は
家
内
の
資
産
も
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
し
て
、
32
年
経
っ
た

が
、
家
内
が
ど
れ
ほ
ど
資
産
を
持
っ
て
い
る
の
か

全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
無
報
酬
で
し
て
い

る
社
団
、
財
団
法
人
の
顧
問
、
評
議
員
も
好
ま
し

く
な
い
と
役
所
が
言
っ
て
き
た
。
少
し
行
き
過
ぎ

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
れ
も
規
則
で
あ
る
。

一
、
国
会
開
会
中
、
宿
舎
か
ら
議
員
会
館
ま
で

毎
朝
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。
一
時
は
廃
止
が
検

討
さ
れ
た
通
勤
バ
ス
。
今
ま
で
多
い
時
で
も
7
～

8
人
だ
っ
た
が
、
最
近
は
ほ
ぼ
満
員
の
状
態
で
あ

る
。
自
民
党
は
大
抵
私
一
人
で
、
後
は
全
て
民
主

党
の
新
人
議
員
た
ち
で
、
肩
身
が
狭
い
思
い
。
こ

こ
に
も
与
野
党
逆
転
の
影
響
が
出
て
い
る
。

一
、
気
は
優
し
く
て
力
持
ち
、
相
撲
力
士
を
そ
の

よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
時
津
風
部
屋
で
起
こ
っ
た

序
の
口
力
士
・
時
太
山
の
死
は
、
私
の
相
撲
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
て
し
ま
っ
た
。
可
愛
い
弟

子
に
力
を
つ
け
る
、
か
わ
い
が
る
と
い
う
よ
り
ま

る
で
シ
ゴ
キ
、
リ
ン
チ
で
あ
る
。
朝
青
龍
、
時
太

山
と
不
祥
事
が
続
き
、
協
会
に
自
浄
能
力
が
な
け

れ
ば
相
撲
界
は
衰
退
の
一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

一
、
福
田
内
閣
の
ス
タ
ー
ト
は
お
お
む
ね
順
調
で

あ
る
。
各
報
道
機
関
の
世
論
調
査
も
高
い
支
持
率

を
維
持
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
時
代
で
厳
し
い

財
源
状
況
の
中
、
国
民
に
も
ろ
手
を
挙
げ
て
喜
ん

で
も
ら
え
る
奇
手
、
奇
策
が
あ
る
訳
が
な
い
。
国

民
に
日
本
の
現
状
を
正
直
に
訴
え
、
時
に
は
辛
い

政
策
に
も
、
理
解
を
求
め
る
し
か
な
い
。

一
、
京
都
市
役
所
で
ま
た
も
や
職
員
の
不
祥
事
が

発
覚
。
服
喪
休
暇
を
悪
用
し
た
職
員
が
、
過
去
五

年
間
で
43
人
も
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

何
遍
も
殺
さ
れ
た
親
や
親
戚
が
い
た
こ
と
に
な

る
。
職
場
の
上
司
な
ら
、
お
か
し
い
と
思
う
は
ず

で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
頻
繁
に
休
暇
を
繰
り

返
す
こ
と
が
表
沙
汰
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
市

役
所
は
本
当
に
伏
魔
殿
で
あ
る
。

泡
盛
と
言
え
ば
沖
縄
で
生
産
さ
れ
る
焼
酎
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
は
30
～
40
％
で
非
常
に
強
い
酒

で
あ
る
。
沖
縄
県
で
は
こ
の
泡
盛
を
活
か
し
て

産
業
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
泡
盛

を
使
っ
て
の
カ
ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
も
そ
の
一
つ

で
、
総
務
省
も
地
域
振
興
の
立
場
か
ら
総
務
大
臣

杯
を
出
し
て
後
援
し
て
い
る
。
9
月
24
日
、
二
ノ

湯
総
務
大
臣
政
務
官
は
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
カ

ク
テ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
に
出
席
、
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
浅
岡
光
世（
愛
媛
県
）さ
ん
に
総
務
大

臣
賞
を
手
渡
し
た
。

朝
鮮
通
信
使
再
現
行
列

参
加
者
を
募
集

第173回
みんなで歩こう湯歩会（参加者15名）

雨のなか参加された方々と光明寺門前にて

11
月
3
日
、
韓
国
民
団
京
都
府
本
部
主
催
で
朝

鮮
通
信
使
再
現
行
列
が
実
施
さ
れ
る
。
京
都
日
韓

文
化
交
流
促
進
協
会
理
事
長
を
務
め
る
二
ノ
湯
議

員
も
呼
び
か
け
人
の
一
人
と
し
て
、
式
典
で
、「
京

都
所
司
代
」
役
と
し
て
、
日
韓
両
国
の
国
書
交
換

を
行
う
。
衣
装
を
着
て
行
列
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
ぜ
ひ
二
ノ
湯
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

二ノ湯さとし後援会
TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇旅 行 日　平成20年1月14日（月・祝）

◇昼食場所　賢島『宝生苑』

◇申込締切日　平成19年12月15日㈯

◇会　　費　8,500円

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第21回　伊勢神宮初詣

総務大臣賞に輝いた浅岡さんと


